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巌 吋02結晶 の紫外畷奴帯 ぱ ト履 イわ 篁の内部1整籾 偽置→8B8に起 因する
ものであり、イき温.では数夘くの轍 細 横 屹左示す。この徽 細描彪 は.駅)ヨィ才)茎の内窃
振動鮪 に繰 遮す帆 』伽cム 。ヒそ批 鮒 睦 して現わ悩 乃 ル 堀 醗 ンドに
よるものである.本研 魔 でぱ 凱 うの乃 ノン塀 ドベンドの珍 駕 色偏 光 を恥 て謙 〈
測 兜し.得うれだザイド1わドのズ憩外'レの主なピー ク左励起5と 乃ソンの圃時注成
擁 に気立する群 論 的 矛察 に塾 つ1いて面定 し托。また、昂∠)と石〆己岐4Z帯にっ
いては、その績劾強 度 の雛 鮪 性 と冴ノ〉サイ牌ぐ〉ドの形)幻乙の省の肉係 左平壇
乃ノ〉変数 の善九によって着察 し托。その結果一.E泓ση笈仮賄 についてぱ、みノ)切肉べ・
ンドの秒 勤 う計章 炭 鞠 頂ル 綾数}艮 の嵐 謡 譲 鮪1働 ら柚 た疲数 鴎
〃じの弓直とよく一致一してお リ、これう左統 一・的 に理 解 でセる ことがわかクた。一方 、5あ
函 牧驚 につも)ては慮 数 因与 刀bの値 が 約2206ガで姫 のに対 し呼 均 万ノン
叢数 瓦 の値 は 細6ケ 翻 し計 靴 転 両着の向 に不一鼓 が 砒 めムれた。
ま托、本研呪 において.20k以上のi鍵 では ゼ'口看 ノ〉畷4叉線 の・低エネ
ルぞ」側 に欝「L〈堀kバ'〉ドが 現 わ脱、その弓嬢 永'囁彪の上昇 し共に増 フししてφ




が 寿 ノン1消滅 愚 簸 左イ半う光壕 灌≧籾 に起 因オる.{、わゆる"h誌撮n4"であるOと左
縫 かめ糺 また、これ6繍 。柿a耽誕 の¶多沈 と蜘 乃 ル 線 の島珈 曜L側 の
乃 ル 堀 炊 痢 の形 沈 との蘭係 を考察 し糺 その結呆 肱 とε〃ε 磁 鋤 ノ
の場 合 には、詠 耀'一万 ノ〉サイ厭 ンドの形 沈 と乃 ノ〉数 π㊥ τ)どφ15尊
びし、セ計 箪 曲線 によ.て燦 測 鋤 。品4昭 の勲 姻 レ齢 く再現 で舗 ことか
わか。糺 一煮 ε施 励 骸涙 の場 合1(は商 麹 彪Zrノ 〉弱 ドノい ドの
161副 げづ 水一現 われず に尊{¢約 舛Ocガ の臣 ク ゑ・増 丸 ゴるなごΣ忘、
エネ書レぞ一フ穿ノンサイ拶べ〉}ミの彩 ♪比 との1旬にE月らかな食 い選Lいみこ一言芯めら乾だ。
Cの食 、・蓬 いは、叢 数 齢 易 の値 と平均 万 ノ壌 数)肋 値 との不一・魏 と
圃 じ原 函1てよるものであり、i骸sム飯 薯 によって堤 瑠 されセ∴励赴 ろ一と勇rノンの
結 合 した齢 体(exc軌 一Pお・η・π 』・編 疏)kよ 説 のと蕊 批 鵜 なく





・分与'}生イオン基 左構 成イオンとして持 つイフヒ〉糸吉翻 は、単魚与巧才ンかう掻 成
七れているアルカリハライ拶なと・の輿型 的なイ才〉結 晶 とは毒 って、麺 転紡 を走5したり、
比熱 ヤ・誘 電卑 なビに異幣 左煮 し≠…,するCとか解`》。これうの惰 鎧 は身ろ掘 才ン
皇 の緒 晶 応 での配 佃ヤ 回転 超が 振 動 の自由度 ヒ肉仮 して面 諮 潜 鰍 舵
央よ強 誘 電体 碗 野 で 双 姻 聴 が進 め猿 てさ乞 〔13こ輔 躬 柱・癒
結 晶 は、複 雇析一な ビの光彦 的 異方・}生左爪 しセリ その光 ズ鍾ク短レに籾 夕ぐの
徽 細 樹 乞左格 つ勧 か搬 く漫 の光学 的牲婁 につ`、ても きわめて藝 轍 ・、
擁 である。細 二魔では吻 搬 材ン結 畠の中で祉 ヒ較葡 綜 晶横 鋤 騨
樋 硝 酸 ナトリウム(巌 κ02)の光暇位 鯉 外1レ左凋 艶 し 勘 射 陣 包
婚 に現われる徽 細 越1痘.、噛にフヤノ〉一塀 辞べ〉ド'の解 鴫左竹勾う。
〔2コ
NんNて)2箱晶 は、四52年裟 田 等kよ,て ∂会宅秀電 小生ゑ・溌 見 き含}じこ⊥・ンし
後 韻貯 不規則 型 相 転 劔 赫 す輿 型 的 な 毯 誘 電 体 一とじて注 齪 れ、数
し3.4〕
しかしなか6そ れうなX藻 画・析 一ぞ誘 亀タタくの研 胞 か 行 な 朝 τてきた.
舗 し及ひごラマン鰍uな とyによるものか5汐く、八酸醗)2の電 ≡}楼1蓬しに ついての
部 巳は 比 較 的 わ鋤 、で あ る.本 章kお ・、ては.ω で 融 趨 の結 晶樹 とヒ




NOらイわ 基 の電る横 造 につnて也べた後 、② で 幟 までの光麹 外!協覇 乾 σ概
専左紹今する。
① 翫 の結晶楕 痘 と雌 イわ茎 の電 き横 亀
陥しト沿2は、情 単な分≡}・陛イオ〉茎 尺0∫左絵4オン}もナ左罵 イ才),と言るづ才ン
ぴ コ
結晶 である.回ユに その強 誘 電相 で・の結 晶横 亀旗 し乱Oの 縮 晶 は、捧 噂斜
方晶 型(C券)に属 する二輸 生結 畠 であり乃 格 手髭数 は室温 ではμ一鋭 斉.
ゆ 　
』。5563A.C=51334・Aである。Nて憂材 〉茎 は、〃5%墳 爵をもつ二箸包 三角
形 左なし、その身5面 は あじ面 と平・行 であ る。≧姻 イ才〉茎 は 永久」菰麺 釜 乞も亥
物 方向は わ軸 と平行 である。従 つて、2孤の酸 素 を結 忍 方鰯 じO軸 と平行 で
ある。卜励 才ンは、2イ国の頗 イ才)基の中莫 直うわず験にb鞘 矛向 に変ン位 し友し
こ5に位 置 属 いる。これう鵬 一材 ン勘 永惣 棲 災 媛 イわ の委 劔 釦6尭
1がの鵬 顯域 で`謡 の様 に欄 蜘 こ鋤 反(表ヒ敏 編 紡 向に
整刻 して)ヨ会誘 電湘 左形 成 している女 、!640じ以上 の最 穫」でぱ 忍 、に麟
の2つ蒔 価 なオ伺(+』軸 云伺 と訪 軸 云何)k均 箸 紛 和 して 魚 盤 藤 とし
てぱ!分極 のない灘宅秀雇狛 左形 成'つる ことか 知 、うれている。また こ丸う両レ相の道1







晦髄2紬晶は 算 威t醜 臨tωど乙海に一組 の撫 鵜(巌 鋤
し姥 まなし、ので、3・鳩 引 肋 振勧 の自由窺 齢 ・恥 る・=のうも翻 は 鱒 啄
オわ 勤 聯 振勧(騨 凝 鰍 触 笠舷 ・硯 ヒ榊 鹸 ・髭吻
軸 磁 ・碗 廊 α9卿議紹 七磁麹 輔 論 硝ll。爺 し湘 は}錺
イわ 皇の囹転 振 動(α,b偲C軸 剛 の回転 撫勃 だ 餅 融Rつ κ
対掩 ヒ(いる識 リ∂{日が 暖 イ才〉と鵬r材 》茎 の髭 屋 鰍 ぐ漏 覇 蕪蓼
1(鮒掩し(あリ糠 らは壱響 赤二銃 釧皿 と撲 紛 叢3癒 ヒに・倉猟 てこ}る。
諏 う磁 働撚 についてぱ、耕 劇 オ 召朽 マ)繊 〔ワ3k叙 詳 し儲
べうれている。
舶 軌直法 αごAO響のによ謡1立し熱 媛イオ)茎縄 与横勤 理論
纈 唖 よると鵬 材〉勘 躰 総 くま瞬 の励 ・吻 ・戯 ぐ瑞 で
麟 が鮪 し樋 摘 泣(一 一一〇遜 医石。d緬)れてお'λ鱈蒜強 瓢 であ
る。熊 縫 は、これうの鮪 磁 乏にあ捕 諒 非 涌 π㌔茄 恥 甑 物,た
配位敏 いる.友と丸ぼ8繭 ま伽 ゐ・～吻 磁 ノ融 らガ ・認(の




へ1栂の鰯 が棚 た酬 立である.kL慢 ∈麟Llo騒犠 起 税驚 への勤9旅 蕗
ヤ振勧ヨ強 童の危 さ{(つnて配 位向相動 筐甲を雛 ヒ 詳 い 言麟 揃 な論 。
そ加くよると、1θ霊や'a2などの励遮 状態 僚『、それぞれ旦93εγと夕λ亀シ/に魂 わ死、そ必
の振動5弦 窺 はOo・3と039である.耐)し購 晶 端 熊 外1シ岐 媛 も 赫 ミ5
犠 に.cの配ぢ材 蓮 の電 備 趣(関 つる計 糞結 果.ヒ爺 して 纏 解 齢 て瞬 。
糊 わ茎は蝋 夢岬 αrに属 齢',、〈酬 勉 糠 鯉
胸 鞠 岬 掘 鴎 涼 属 民いる・従・て蛎 伽 茎碗 雑 謝 楠
そギ 女 赫 島場kよ。で 倉裂 する=と1総眺 兼 ご2卿賄 去環 照 毬べ・て竜
である礎 鶴 状 態 ヤ蕪 動 モ ドーは すべて非縮 昆 状'蓬と綴 叛勧 ぐと女
できる.Cの厳 に、膨 為 は船'陸履 左構 歳唄 一ンとする二軸 性 鮎畠で
あるkも赫 訪 ず、茄 講 造倉 比 較約騨 であ動 で泥 赫 熊 外'レを調
/・ぐるうえノ否「袴…製圭きヌ紗 ないQ
C2,)いままでの ト飯 紬 晶 の光又履クト!レのr応
劇 ら結晶か 約3ケeVの珈 レギ 粒置1く畿彼轍 培 も謬 屡で ゼ蛤
に翻 くの徽 繊 齢 励 れることは、ノ膳 礁 ノ酵("ユ誌 て融 された。




捌 認,ん〔9」によ.て船 碗6状 態 の計 魚 ～鵬 煉 る厳 ξ(な。て茄 である.
195桝遮 砿 伽 ～,乱酬.臨r飯碗0㌔ 抽 て傭 光翻 艇 殴 歓 彫 よ1薩
測 艶し、aぢeVの畷仮滞 は 乱軸偏 粘k鱈tて晦奴武強 く瀞奄イオ)墓乃内飾蓬添タ
ρA、→も,)kよるてと紘 し鳥 謙,%隣 以跨 賦A娠 と£ 猷貧繊 〔艦
脳 巖 撫Serヒ バρ1癒γ乙絃o勾 は、続 卸 講 醸 鱒 劔 長し陸
マ〉効 集の刻 定 によ。て それか 偽rラ3B薩勤 ・に趨 麗す説 癬 締 であ訳 と左明も
かにした。その後Lの3重 墳 状耀…、3B1につし)ては、リノ.り)准臨兆～書亘越 によ。乙発,
光左索隠 辰 ∈s縢 淀 か 有 な糠 ∫τし〕る。日鹸 薦 紘 と曾蔽 が 虜`掃 嫉
の慈港 麺 膜£ 用いて旬 嫉 …外領 域 での吸 秘 惣 殆 レ左劉 飽 し、6eV也〈に
晦 イわ 基 のむ部 麟(IA→B2)に よる曜 攻 勧 窺 繊 、敷2ゆ 仕 に済修
ノわ 勘bぬ+へ の 藁 託競 血 醸rκ よ鍼 嬢 瞭 窺 わ樋Cヒ 菰 庚 。
以ヒ概 括しと巌 偽 結 晶 の嘱瓶 熊 殆 レを穫 充 亀 に表わしたのか囲
2である.あ麟 ⊃は、aよe吻紫外級奴齢 に場 侃 るみル 舅 敵 〉随
対象 と%鋤 でぬ ので、以下に集 外瞬彼 鞄(つ いて伽 滋 で今研 動
を緻 する。









測 妃 して、ロ圃～瓦蕗 乱が発 うも帯 カミ・卜悔 イ才〉茎 の内1纏 に縫 し現ノわれる
鋭 駒 鰍lc碗 お 越 礎 奴 レ、ること左明勃 ・にし蔦 縞 ㍑ 勤 、4。磁.
〔円・し213
A・k嶋にF邑 は.各結島主軸方伺に沿った靴 左用いて寝綬便べ・発光ズズ々ク
ト'屹刻 昆L鋭 い嚇m漉 ゑ"2ヒ弱"1f>縁・蜘z診 農 侵 或 とじ礁
遮 し現 われるこヒ編 じたρこれう砺研聡1まいずれもξ舅責籾光 にまるものであるをめ、
鰻 姓 に乏 しく微 弱なオ詰造レは不明慮 のままになフていたゑ'こ乙うの・禰鬼1ぐよ
っひ 励 巖 結晶 の惣 紛外!レに励 れる徽 細檎 勘 理解 遼熔 琢 葛 た。
玄S.融3翫 徹茜 囲 は論 めて縄 劉 縁 蚊 惣 紹 片し/繭兜瀦 仙 、
吸包6蜘 罷光効亨 の艶量葡 な檎 討 齢 」な.麦歯 艦 舞乞や備 光度の不
勧 きの為 ヒ伽 榿豊 の解 明にぱ到うな力琉 。
黎着等は1?憐～75昇kかけて、.各主輔 倫光①畷4Zズ噴ク封レを備}生
と右解 飴 に禿痴注葱 を菰 いなか一ら刻 定 し、紫秀磯仮ヌ酸クF～レに環わ樋4説
繍 跣 解彬 ると共に函 欝 の樹 搬 の墨巖 鋼 定し驚 籾 艇 オ勧
セ ヨフ
に報 告 し走。§た、この.職1彰。につ陵統 ぎ、着察 左イ3勾フた 。隻ぬわは、=参疹論 支一(2)
ぜロ丑 ノ〉組 の祇 エネ'レヤ'っ側i(新 しいザ葎 ノ虻)雰余 窺 腕 乞 …多麦潔 に襟々.






と乃ノンの複 右 体 の旛在左明らかに廉 。獣 、諏 うの颪 貌 の後 に酷 続 き、
聯 惣 フト'レの冴 ノ〉サ糠 バ・ンドの疏 碗左竹 ない譲 戎熊 傭 晩 購 ら
鰯 最 縮論を補謝 鍼 象端 儲 の繊)蔀 無 赫 轍(3押
に報 告 した。
輪 立ユま、℃れ.うぬ ん晦 の紫外ス般クんレに渓iする一連 の石琵究のう6、






な諜 外吸牧諾 の徽 細礒 亀 ヒ吸櫛 の績豪 鋤 還彦歳春駐 裟 つし)て滴
単1誼べておく5233
ω 本 の有畏 一 髪…外吸奴 の轍 纏 鮭 支梅 倉鍍 磁 鍍 鮪 蛙
にユヨコ 　
図3は 、L翫丁での各主軸 偏 光の紫盛躯茜兄ズ燭 クト,レてξ〆交.三ノゐ荏測
5惚 ズペクみ'のである。三"瓦ZバクNレに現 われる 霞 夜帯 は、5驚拠5ノεズ厘フ抱レκ…菟
われる 糠 帯 よりも勧30・借 媛4Z強彦ゑ㌻とぎく¥の娠動5弓鍍`まs鰯1レ ～ゐの式
ゆぢコ
をイ夏兜言ると、可福 部 の屋薪率 かう外挿 した値/澱=乳4老黒1}て約 ρ000タ
と見績 ることかできる.謙、ε搬 鯉 ク短レ磁 数双 の・鋭 し蔽 夜線か 現わ就
い款 轡 めの祐 で一着 低 釦 囲 レ1誘講 鰍 繰 ・鯵 幅 蜘 動 ♪練 で
諭 そのエネ,レ牲 位置 怖)は 溢 タ2μご漬322e旋 茄.
図 ⊥に示 した揉 に、麟2結 晶 さは 晦 イ才〉茎 愈bc盈ヒ早4ヨ.に損
則正 しく整 列 している。そこで、雄」鵬 』結 晶 のi案外・畷 裏箪 左隷写イオ〉崖 の亀菩
壮)臨と対 蔦 つ、'けて港丸てみる。勃じ立し尭 〈店 写オ〉茎 の電 ≡}杉造,ヒニ海するにむ




への麟1(IA→ レBI)lo走己因する畷4受賄 冷・虐妊 一するQこの鑑 汐ほ、菖ごジィォ)基∂
分多面 と重 直方・向に灌≧籾 能 率 をもつ→諦雍}齢 攣であって、その拓働 奇5会度 は
α003である。。のように、賑 鶴 結 晶 の勤 擁 綬 帯 瓠 裾 し稜 置 ヒ裾5
強彪 の大きさ庫・び1寝4又強 度の異方牲 なビ庚 批 立 した確 詞 オ)茎づ)霞商3駒
仏 →IB,)につレ、⑰ 計 箪 結 果 と1蔵ぼ 一致 し働 る。従 って、1憐り、結 晶 藤
タト噸 備 は 鱒 郵 わ 墓 のぬ部 麟 汐の・鹸 乞比 較 射 く保 告 して嶋 と
叡 うれる。
ε倣 ズ照クド～レにぱ、鋭 い1妓4女綜F禽 易.。と,2∂々+～ク2〃3ゴヒを簸 し
し℃約630翻 のエネ レぞ一膚 隔 で'寵 し現 われている撫 ⊂紡 が脇 ～織 ま、
凝 イわ 勘 もつ鋤 称 麟5振 勧kよる航 ム師 乙ム 鐙 ちる謙.謙 勃
τ乙』r。漉 必舵 の蔀 ネ底 」側 に附 殖 して環 糠 る 楚 フ麺 弱 し解 ク
ヤノぴ ドは、回躯 楯勧 や絡 る擁 鋤(!ヌ下でぱ・㈱ せて珍 ル と呼 溺1てよう
み ノンサイドベ鎌 と善肪 緬 。一方 ε%と ∂・乙震 殆 ンにほ葱)蚊 ・ム鰍
ム2は み5れすご一群 の弱い接 ク料 でン鰍'ε姦 鯉 クみ1レ躍 撫 こ編5ク記
レ
の卸 慮一両隔 で繰 区し現 われている。ト肛 イ才蓮 疲 昨 麟 渦 →1β鳳




して光落 遷麹 左 生ず るCとは、ないので、み ノンとの結 合 に蕊て始 灘て澄 麹 が誘
起 舗 て、ε〃ムヒ砒 吸4備 が 現 われる と猷 搬 る。従 。て 、勃 と副 齢u
絢レに現 わ れるるるい ヒヨπクギ;黛'〉ドは 、蓬」籾 と宅秀走る諺る¢に6斧窮 してのるゐ ノン
モノド森・塀 掬バ・ン}ごとして窺 われ.1にものとみ有計すこヒ倉・す きる。一
魔 の犠 に、巌趨 結晶慮 外畷奴Z鹸外 ～レ1鋸晦イ躯墓撚 部
振劾kよる秘 賊d爬 とそ妨1(耐臆 し鹸 ル銚 ル 配 錫 楕 威壱薦
魯6,27」
ている。Cれうめvあゆπ～c必麗 は.いままで アノレ荊 ハライダ中の 冠ζヨ不蕊 物 中εワ・
の集 ダトロ笈奴 ス奴クトル・に現 むれる編 い蔽4薙縦 解 祈 首翫3に 誕1きうれて差





OOで!る,。は セ}・ロ升 ノ)線 の工卸 レヤLであり、ユノ`とル』は とれ.響虎の蹴 し
虐隔 の釦 露 楠 る.ηづ鴫 はoま 然 動 整 数 ゑ 和 輪 π1しあ、













りr乙りζの値 ぱ、卜r(写イ才〉墓 の励 走6)虎薩IB,にお ける全翼1称匁知 振 働
(勲鞠 軸滅 　 とち・吻 紬流 ・比)破蜘 ある調 瀟 勧 藤
じをえヱむ
状 歯(お ける波 数 は、練 それ 約/323(㎡'と約 躍 俄イである 瓜
電5励 起 にイ半って 諏 ろの液 数 森葡 £3〆藏 少 凍 隷 識 る。尚 姦式油 で一
表わされも～いr吸4撫 も数 本 現 われる。それうは、坊 。+1紹0膨{rlを走己吏二わし
て約6βOoゼ1のエネルギL庫y雇玉で線 題.してΩるゑ△ その飯 象 にフ1)てはよ「ぐわ
か5なハ。
a鹿霞妃蕗ぱ畷収絵慶女弦 も、ので・、石蔓板 禽で・融 解 して生庸
抜 劇o燭 μの詞 縦 融 て測妃 に1)誠cのめ 疇 い試 將 翻"
ているにも赫 妨 ず 坊。+沙鼓 竹岬 場+3琵',飯などの鋭 確 収線lt
は頭 お勧 徴 硬 莇 搬 妃屡駐 歓 の鶏 る謁 滅 こ紡 の噸 嘲 ψ
ゴ
いてぱ耐 殖 する升 ノソ塀 ドベ〉勘 罰鍍 鯵 薫 ぬ あ 暢 醜1乙.姦ε
の薩 厩 諭 餓 の蘇 幽 継 しに対臨 鋼 写瞬 紹
女 約3の 篇 惰。}τ姉 でおり、、り1/の凝 しに覚「してほ ぎ 女iユ叉下 とみなつこヒ
憾 る。脇 α圃 は、礁 ヒ身ノ瞬 鞠 麹 ねS比臨
ぜ





ヤ アルカリ八ライドな ど'夕くの、物婁 のズペ1クトルの形,ガ尤左∫論 ごた。その鰭 果.によると、
巌脇 撚 外吸備 葡 吾性編 禽 〈みうれるき磁 鱒 鞠 廉 伽 ガ
b磁 雌(S-f ,B《D"腕 類 セれる.Cのことは、熱 磁 幽斜 窃 才〉勘
内締 豊 物 の麹 銚 よく楓 捲 してし)るじとと一致んセ結 果 で効 、励 妊 室トはバ〉ド
中のあ央,いF陀n£e芝型.ヒみなすoとが びきる。尚、励走蘇o態 で 紹02イ才〉茎 の内1葛
襯 の軸 畷 男 る磁.励 船 と聯 繍 との勉 流 ・痂 ・碗 こ
よるものと考瀦 れる。
セヨコ
図4は!魯 主壷由偏 光 の〔腫収薙 伽綾碧6鍍 の」盆度変1化左示 している。
働a吸 包 帯 の績 躬 鍍 が ヲ整疲 の上耳1こ伴ってめず1かに藏 少 あ の{こ対 し、
日鳳 σ麟 の鞍 蜘 緬 曙 葵賑 つて轍 τし肺 こ
とは 、動 とε4c吸 覗 が 振 観 縮 ・型 豊 留 によるもので 蕊 こと駄 してあ、り、
ズペ3ク}・1レか'乃 ノンサイドベ〉ド の∂ナ.か一う横 成 とれ,ていること乙一致 した結 象で'
ある。 尚、三〃わ吸4虻帯 の稽.会強 度 の綴 依 ノ参 ノ}生かう家蠕)た裟数 因与ジb






し、誌 で也 べて紘 核 に、劇 軌 結 晶 の紫 外 吸 吼 轍 、卜晦 イわ 勘
内部 蛙登窪敦CA、→'6ゆの姓!奏左丘鮫 ≦白・(よく保 捲 しており、ε1ク孔偏 光で・は搬
勿 徳 リ、ε〃わとε〃じ備 治では 振動 言午溶型蓬吻贋 麺 とみなすことか て・きる。
ジオ琴研究 では、ぜ ロ識ノン線 に1艦 して現 わよしる7才ノ〉サイドバ1ン瓦の形
壮う左詳 しくヲ則寅Lして、
① ビ ロ万ノン線 の畜 エネルぞ一側 に現 りれる乃 ノン例 牌 職 ドを、励 起 をと
乃 ノンの鳳時 生成置 程 に塗 アのて嗣児 し、ε勲.5グ猿 が耽 畷4蹄 の薇細
檎 宣と・酌 機 構 につ呪 解 明 左勧 みる.
②%と ε〃C唖 仮硝 につのて妖 振勧 許磐型 劇 捌 ¢対 する考察 に皇 っlbて、
嘔櫛 の働 強 勧 温 憂 縮 性 と廻 ン切 ド勘 晦 形 沈 との掬係 を蜘 べ・6。
ま焦 本 研 究 において、%κ双 上の吸 紋 ズ鰐 砂 にな謬 研 ル 蜘
低 エネ1レぞ一側 に新 うたに サ独 ノじ ドか 現 わ樋 ことを貼 したので'、
③ 伽 万ノン線 の低 エネレぞ一側1こ環 われる、O;妨のサイドバ'躍の走5源擁
かめる。
④ ぜ ロ識 ル 線 の砥 エネルギー側 と高エ袖 レギー側 とに現 われるす塘 バ'〉ド
§2-(2♪DLl、ムRτ卜耗NIO「PH、 ㍉・1し5
KYOτ06川R団Yl8
の形 況 左比軌 検 討 し、励 起 る・とゐ ソン との 肉の蒸 粂 襯 に知 て調 べる。
Oれうの目的 のために、α1～ク縦 の厚 との種 マの一試'粁迄 用レ}て、看 主軸
偏 粕 の囎 £ズ想クト1レ左葡}分解 能1で・刻!セした。また、ぜ 日寿 ノ〉綬 の低 エネプレ
ヤL一イ則 に現 われるサイドベ〉ドにっDては、'00κ以下 の遇 度 範 囲 で＼勧 晦艇







乾験 に恥 た単結 晶 は庫 販 の塘 組:㌧薬 左糞空中で 約 御Ocで 亀加
熱 して禿房 脱 永)左4さなゲたイ灸 、`乾燥 した 室素 零 囲 気中で・融 餌L、カイロ
恭一ラ又∋去 にて製イ乍 した 、巌 んめユ結 晶 は、キま一リー 莫.が系勺163"(3、ネ ルー曳ゑ^
約'6牛・ごにあり、また,めoo乙と200・乙迎 ぐで 熱 膨 張4察数.に翼幣 メぐ走6こるので'、
融 麺 ζで 結 臨 化 し在後 φブくりヒ室i温まで 浄 ヤ した。また、名 夫エ んー工結 晶
庸 一の高 太 豊 雛 かう迦 鰭 で 脚 燕 ラ又法 によ.て作 凱 た結 晶 左派 だ'
いた。諭 結 凝{は、わズ〈ρクDレに対 する不紬 物 や歪 の景多.響なビ を確 かめる
ために用いた。
翫 鵬 轟 晶 は、(ゆDと σ α)面 で燈 蹴 、2つの虜 緬 ノ)なす角は
納670で・ある。Cれうの虜 陶面 左茎i拳 に して、護1戯已に閉nる試 料 瞬 瓦左結 島ヨ坊
断 番 を田いて、未で翌 じた糸で・切 リ出 し・その後 その表面 左クkピアルコー /レのi…昆合譲し
で エけ に 恥 に した.cのように に 、約6・ 拓 崩 焼 さ峰 結 甑 主軸a.
』解C軸)に 麺 な 廠 伽 試 料@ム ー醐 砂 翻 鰭 備 臨 。






孟 鞄 融 紬 崩乍流 梅 脇 紬 晶 は、致槍域 沈 憩 で ある北 か知 う舵し
いる。そこで、単分域 状 態 の試 料 を儒 る為 に、結 晶{し毛 一リー 臭(約'630の
以上のラ島〕産 に加 熱 し、老の鋤 ら、b軸力愈に沿〉て 約2瓦 匠 〃乙のつε電場
卸 加 旅 まま、離 ゆフくり庭 濫 に瓢 た。Oうして軸 域 化奴 磯 施 厩
結 晶 魍 刎 蹴 た就 糾 に1鋤 域彦 倉 軸 ことを 顕 微 鏡 観 定 慮 フ確
かめた。また、各 試 料 平板 の切 撒 し緒 度ヤ表面惣 理 の良香 など≦・傭謁 覆 微二
鐙)左用口て挨=査じた。その結果.、三則把 に屠1》た窃{'薪平杭 の法線 は、各結 晶 主壷由
と(歓嵐 疏一メ磁 砿 線 は娩 と)プ納 ひ 致に蜘 甑 試勧
均 一性 もよく づ扁治を秘 す原 因 ヒなるクラソクヤ 表面 の巧 れ な ごも ほとんと"
みうれな かフた。
2吸 ズ想ク'レのヲ興庭し
葡 節舗 意 した 試 雛 、伝 辱型 酸 属 製 クラづ蘇 タ詰 の先端1く嫡
鏑 鞍 の試 料 合にゆ つけた.圃 じように とりつ脈 タ"ミー鋭 励 り。箱 論 嘱 上
筏 虚 コ彫 枇 知 ル の熱 電 雛 用し)て濫 駄 別 り騨 う、/0)吻κの温





イオズタットの麺、磐 量 ぎ索,用 して、自屡≧上昇 の)比竃 で 魂 蔓Lを裾 ちった 。
うも激 には.US盈0左沿OWキ セノ〉灯 ヒ650Wハ ロ1デ・.ン央」とを 需 い、3伽!ζ
り し
かう(卜00σAの厳玉囲 で ラ則 鉋左ろさなつ1乞(エネ'レぞし に=晩肇 寸るヒ、2よク勿 ・レ2タ勿〃碗フ。
Oれうの」治颪 か5の光)に1ま熱 線 ぞン含ま腕ているので・、末刀/レター 左亀 して とれ5を 除 去、
康 後 、い で で 劉6し た.し ズ 以 後 の光 琢長 は 、散 続 光 イ・結 光 なごの痴 響
左艶 けて 磁 側 系数 柾 確 に丸 める為`。、3磁 の光%、 ソノ望一汐 ラ材 ズダ。ド/
フラ〉ク・リッター 偏 光与.・倉絡,撫 絡 の}覆i(配鍬 た.Oの厳 に 碇 廊 し
筑 料 を通一ってからイ分光)七れた微 弱 な光左 、・分光濯ゆ 訟ロヌリッ}一・直後 にと9
つ昧HTVR26跳 留 醜 管kよ。て蝕 し、光私 餅 と醐 し偽 為 三.
岬.で 噌 中 した 後 記 録 した・銚 翻 くは ・s隙 幽2伽 地 ク日メづ 適
用 い、2知oDα、ご1ておnて05「・し3cηε1のバ'〉碁・ノマ又 で 測 定.した。治 、この念光尼 の
む





§4一曳 験 結 果.
Dセ}、ロ ノン線 の ロエ1、 一サイドベ'ンド
§2-(Dで述1べ・た犠 に、Nλトκ』象芒晶 の嵯…タトロ授収 ス/マク臼レに{ま、お ω で友ノ
馳 れる 軸 価c加 ¢ に鮒 殖 して 、その喬 珈 囲 ㌧側 に方 ノ》切 醗 ンド水 現 め
じヨコ
れる。団151よ、ゼ'ロ乃ノ〉線 に下付7遁して 現 われる升 ノ》サイにバ'〉ドの諺 状 を
拡 九 してr詳しく爪 したものである。¢口升 ノ〉線 は 、副艮スペ外 ルには訟 ぐ碗"b
紋 いる瓶 勘 とε泥 畑 外 例 こは 胤 んビ現 ノ櫨 加 なし、。Cのことぱ、試 粁
面の切 リ出しヤ 敢廻 けゑ一ち分であること左.示している。団 中の数 、値は、づオド
勘 ドの主儲 ワ 釈 躍 の伽 升ノン線(ぞ の工被L樋 易,。1熔タ賄 ∂
かうの工豹 映し 尚編 左疵数 単位で 表机 たものである。
本 尉 牝では、雍瀦 島主軸(6～、ム屋君・(り軸)と垂動 禽 に切 蜘 した、
3糎類 の宅式π料乎規(泌,ら一長便 こ一ρ偏)を 用いて、各結 島∫主毒由オ向 に電 気ベフ
Dレをもつ偏 ・bK崩 る!衣収 スペフみ'レ(欣.蓬%蝕5ノ 乙御 ク秘)を 凋兇
しに 名主軸 偏6の 吸 牧ズペ外 ノレ鳳 おのおの2絶類 の試 料 平旋 に力 て
測 妃 じと友'、得3βした ズペクム1レの形 〉伏)は平板 の種 類iてほ蕨 春 しなガ、.た、





ス叫1レとはほとん胴 隠 あ・た・徽c、 ひ雌 と卿 磁 力嚇 勃 脈Eあ
ズ叫 ノレにつのても、卿 滋 とムー泌 孟力b偏 雌 耽Z耕1レ につ・、て齪 撹
1備 料 乎夜 による逡 いは.認めうれなか,た。ま仁 箔 大工製 結 晶 力ら切リ出した
試 料 ヒついても光釈 外 ノレを測 妃L倉 鰻 の結 晶 かう帽 ・蘇 ペク々 レとの比較
を行な,た森二両老 に髭 いはみうれなかクた。!姦/m2結晶 承・汐・参域、孜〕態 のと…と、
あ域 相 互の向 に房鰺 できるが こ碗 域 ン壁 の構 造嫁 分域 ぬの結晶槽 亀
L4・〕
U嬉 し、.C軸呵ウに晦 イ才渥 ゑ・顔 酸 横 亀 で ある と曲 ・}tてDる。 しかしな
水 う.覆蛙巳した ロ笈牧 ズペ7短レでは、」試洪斗の単ン分銃～状 態 と解 分域 状、態 とで鑑
いは み5れなカ㌔た。また、礒楚詫L糸着晶 はb軸k平 有 に虜 議するので、屠 内面
と切 り出L面 とにつnて 測 妃 した θ ゐズ/f外1〃を比 較 し 劃 粁 の切 りぬ しヤ
エソ禽 グ な ビの処 理 による影 噂 左調rくた謁 の詰 果 、こ勅 の影 饗 撫
とんビ 輻ζ窺)してよいことZ始よ)、かフ≠三〇
)ゼ ・口み ノン線 の低 エネルギし ドベ〉ド
試 料 の遍度 塗20総 リも商 騒 になると、佛 万 ノン農 の低 エネ耀L履 匹に、
いままで観 う則きれなか。たサイk牌)}ミか 廉卑らたに現 われてくる。 鹿16は、異勾フた
　





群 しぐ示 した ものである。セ1'ロフォノン線 は 、約10㌔ 記 の暖 もぴ県をこをもち、駆 の又一
サー'レ左越 之て のるので茨 印 で そのエネ底 ㌧.位置 を示 してある。ご甥 かう鴫 ら
かなように、iOKのヌペクんレ(カー ブ'i)では みうれな し、ザイ斡べ 〉碁'本㍉茗 度 の上昇 し
共 に2甥 ・0、紹 禽 憩 。現 腕 増 丸 じ(し)る。C翻 醗 潮 こは 黛 つオ吻 臣 ク
女認 め.ら此 、それらをヒ9一ク〆.Bりご乙反が つ/と表 わすこヒにつる。箭た、2ぢ900(鋒評葡
迫)も號 ヒ昇 と共 に急 、激 に 増 フヒー し、36κ(カ プー3-)1ヌ上の ズ、惚クみ'レで`嵐蕊
のZケ刃レ左蔵 之て い'る。
セ"口力ヲン線 の低 工ラFルギー側 には、弱 く鋭 い噸4撫 みご、i創くのZ擢クんゾ鳶
も数 タタく現 われて、、ゑ 謙 うの畷 収 線 鳳 砺 とε沈 駅 外1レ1て叡)て も現 わ
れる か 、その弦 豊 ヒ本 数 鳳 酬 昆鯉 外!oの場 冶 に 一沓 轟 落 で ある。こ妨 の畷.
4礁 は.i影隻の上昇 と共 に 増 大す る=と.はち く、じ隷 うに巾広 くな り、増 え とで 》
〈寸イ}ごバ・〉ド'の47に埋}比て し,まう。C丸うの窺 轍 につのて絃 、よくわかう怠 し、
莫.女あるので＼本 論 まし呑 は 宅洋細 に 敢 櫛bな い ⊂ヒ1て蚕る。
E〃)ヒε〃0畷4又 ズペク}・1レに も、ゼ ロフヶノ」ン隷 にオ吾当するエネ1レぞL-/紅
置 よりイき 罫1レ ぞ一イ則 に 、…i薪しい切 拭パンド承'現 われる。そつ,檬1}をそれ ぞ才し





の場 右 も、モヲ1女又ペ クト1レの駝 と.扇薩 に 、め}〈(カープ ■)でほ 現 われてΩない
新 しい サオドノでンドか 、…猛 度 のよ堺 乙共.に抵現 、し増 丸 して㌧)る。急た、これうのづ
オ}ミ,でン}ごに は、はっとりしした ピ「クヤ濱 な ご・の舗 躍毒…造 ノみごみ・とめ一うれ.、そ,し
託 脅厩 バ 謎 で 羨 わす ごUdる 。尚 、図7と 図 勃 中 に 飾 で示 凍 吸
4妃藤.は 、7うれzへ ・クドノしで 強 く現 わ九 て のるセ)・口寿 ノ〉,織.に夕飛 するも乃5ち
り、ε〃ムヒ乃グCズ/唆ク1～ノレで1ま本 集 ～禁 髄1にな♪て のるもので あるoセ}、1コ乃 ノ〉タ隷_
の看鍍 森=これうのスペフトノレで〉このようにノ1、さい ヒいうことは 、…茅之ズ俊ク碁～レカヲ昆人一
ゑご無 ネ憂.できる ほ ど・わず 、かで ある £と左示 して、》る。ε殆 乙ξ沈 ズ盈クんノう場 奢
1(も、ε沈しZ/マフト'レで・現 わ れ二た 尋5ぐ准彪し、畷4謡 鼠ゑゴ見～、3本、101〈のヌ硬クム
ルで も現 わ九て のる。Q見うは 、盆 度 の上昇 と共 に しだの に 巾広ぐな り、増 夫 し
てゆぐ 琳 バ・〉ドの中 に 埋 舵て しまう.
以 上の操 に、セ栂 珍 ノン線 のイ氏工ネルぞLイ剰 にぱ、し日ぞ丁 ではみう舵
な かった サイドバ ン}こ武i温 度 の上昇 と共 に現 わ才し、し支・のに 増 大.しこいくこと.
遼っわオ㌢た。Cのような 新 しい サイ}ごバ}ン}ミは 、ゼ ロフ才ジン線 のづ量エネ ～レぞ一り則 に
現 われるだ けで・なく、ゼ'σ乃 ノ〉線 よりも 歪約630(ン〆 高 エネル ギ'一衡 に ある





クト1レの」場壱 左」鼠 しゴともので 、凄Lj籐一は し、卜駅丁ノブ冒皮線 、まL。He∫Tでのロ長4又ス優ク
klしである。イ竃工ネ1レぞLイ翼岱に現 めれる新 しいサイドベ'〉}ごは、魑 申 の矢印 で そP
位 量 を示 し「た。Oの団かう朗 らかなように、ゼてiフ才ノ〉隷 し2ろo†けろ㌧乙層2の
も 詠 毘 堀 映 ンドの勧 状 は訳 似 てお り憾 た 両抵 エネ,ぼレ 切 猷 》1こ・
のエネ1レギ づ 司聯 は 、島 エネ1レギL雪材 ドN'〉ド面 のエネ}レでレ 唐}稀 ヒ同 じて 、
約630♂ で⑰ る。前2'フの億 エネ1嘘・一 琳 バ・〉戸・の強渡 比 は 約3で 捌 、
箱 エネ1レギレ亨イドベ〉ド 肉 の 弦 漫1七 と ほ ぼ 箸 しい 。
③ 」氏 工 ルギ'一 尽尺 ン}ミのノ_.オ
ニ
前 節 で・」駅 した緩 に.セ}、口寿 ノ〉線 ヤ 賦ちrbγ鹿 右閥 のイきエネノレ℃しイ麹
には、i猛霞の上昇 に・伴 な.て劾 しいサづ}ごベツ}ご遼≦現、われ 、か♪その強 度ゑ・増 土.
する.・とこで 、こ鵬 の寸小 ノい 助1坂 鰯 簸 の 糠 劇bを 祷 しく宅穏べた、
画6謬 むみうれるように 砥 工峯1レeレ堀 ドベンドは 、糊)上 昇 と嶺 こ
しだいに強 勧 ♂増 丸 して、、く内へ 毛れヒ}{罫崎 に暑 ヒしクは 申広くな リ、めo雄 丈
上 で は掴 マのビ クー左 魁別 すること奮 塵 髪良 になってくる。また、ヒ%クゆ中に1ま、
緬 螺 と共 に 低 エネ㈱L側 へ 工訥 レギL三 外 する勧 寮 麺.し 批 し}ず





蘭F'暁 クか 約 皇o・㎡㌧ プトするi丈タトは 敵 鋭 紹 程 度 で ある託 こで、
雇 陣 由偏 光 の堀 駅 ンドの中び 比 較 的 よぐ形 沈 か 保 たれ茄 るゆ ク につ暖
その函 畿係 数 の翻 もと翻 べた。
図10は、Eノ候 サイドベ・〉ド(必 ピ クーA!・しゴ の吸 側 糸数 の綴 蜘 『儲 示、一
したもので ある。図 の縦 」紬 ぱ、級懸 数 の値 の短数.を表わ しており、各U(Lク{(対す
る測 完値 か 互nl(塵な蛉 麺 い厳,にず∂せてある.図の機 軸 は濯 護 つ蓮 数 を
表盛)してし)る。畷4鯨 数`ま イ誌ラ孟 ほご」1、さし)ので、乞れだ仁診劉定玄実1差森'大きくぢデ乙
いる。歓 聾 の誤 差 も董 数.で表 謹)に崎 ので、低 最 ほど大ぎくな,て崎 。
団 かう明 うかな厳 に.告 げ一グの畿 親係 慰しは 約1老 ラ半 の弓鍍 蟹三騒 にわた,て、
団 中の直線 で鋤 蔚 きる。謙 渇 の直猿 の傾 さ は、A!カら の/まで'　数 に急
になブて、)る。すな2わ5、セ}セみ ノ〉緯 か らのエネ1レぞ一痢 隔7墾 大き1、ピLクほど
翻 ヒ汝 塩 ししのことゑ♂わカ る。
団11は.ε伽 榊 い 勘 げ一クAノヒ翫 つPて、その帳 収 係 数 り遍 藪 一
ノと)左示 し1たものである。ヒα一ク万ノllま、菰 蔓ヒ共 に大きな エネ1じぞLうフkを示づまr、塚乞
のピー クとはよぐ吻難 七れてnるので'、Cのb%クの・藪4癒 朔ピを濁"陀 ゴるOとゑ"で芝
る、詮た、団'2ば 、日 εサイ鳶ベンドのヒo一クA'ヒ(yにつし)てのヲ匿麟'と ・左示 した
室4-(3)
DLド βRτ 戸・∫しト・1〔 耳`'1「r{PΣ
ド'10T〔lulぜ1>〔RSほY
28
もので ある.cのように、E〃ムと創o別 ドバ・〉ドにみ凱 る主 な ピ・ワの畷4蘇 数 り
濫 謝 ヒ)は、日 此ガオドベ〉・ドの3易合 と同榛 に、厘仲 の直紋 で・比較 麹 よく透ゆ覧
於 る.また 各直簸 噸 きぱ、切 乃 ノ〉ジ勧 励 工礼 ギL自 隔 獄 きL浮 クに
うすするものほとr大きくなっている。Cれ,らにっいては、§ぎ一③ で 宕羊しく議 論 する武
表 工に、低 エネ曜 しサ榊 わ ドの主な 臣 クのゼ・厳 ノン酸 力う∂エネ1げL両職
[膨註3
ヒ 団1σ～'2の巻 直綻 の傾 き と綬 れそれ 寝 数 単位 で 武 した。また麦 二
は、ヒヒ較 のために、厘15一む示 しだ島コニ宇ルぞL二Zrノンサイドノ㌣ンドの、ビロフ穿ノン鏡 力、うの
エネ痘楚し尚 隔 左 扇 ヒぐ蓑)数蜂イ立で・孟 した 。
騨 聞 ㈱ 中1鳳轍 の意味 楠 っお 麦翫 窺 概 渤 で、鶴 につ
し)てまとのておく講 蜜 升 ノ〉塀 トノ、〉ドk現 われる万 ノンの蓑敏 左単kジ と友
わした.)欠に敏 晦 働 穣 しの超蘇 毒齢5纈 髭 る轟 蓋 鹸
の疲数 因争を ジわヤ 塊 で・表,わした 。また、識 ノンサイト蝉》距'の・彰 就 力1う、一各 バ)ト
の重弊 言思加 乎肉 しして宕す葺 した 平ナ勺フ才ノ〉漉 粒(§ ケー② 参 照ジを 端 ヤ・
夏 で勧 した 。これう以 外 に 低 エネ1レぞ,サづド1瞥 §の暖 曳 づξミ凌この遅産 変
化左迩似する直線 の庭謎(♂乙)ぎ表わすの1(、遮数 食 三蘇1た記 磁 、






① 菖 琳1レギ・一ブリ ンサ巧ドベン"
図5か ら明 らかなように、εガ此ス(Cク杓レ1(はゼ悔丑ノン糸集 に附 殖 して澤の
落 工ネ1レそしイ則 に丑 ノンサ巧於ぺ>k余・現 わ}fし、θらと∂グじスペクト'レには 方 ノンサ
イド1戟ドだ け女 現 われている。これうは いすれも 瀦 ル と励 起 参 の扇時 生樋L
綾 に繭 勧 ヒ巻妨,猟 物 驚 籾 エネ底 ・一 は 以 下の麓 に表の蝦 る。
サ ユ
E=ε(q)+hソ(qノ),(2)
　 　 　　エ 　　あ
coで、εω 幽 り(3')は溺Lそ れ運 勧 量 乳9協 も た 励 鴇 ヒ別 ンωネ
の 　
1ぼ一砺 る.尚、光琢 蓬 初 の揚 査 弓+9ノニoとみな家 ヒが で・をる。
}轍 ○轟 晶 の察詠吸4蹄 の霧 合 、励赴 争ぱ §2一ω確 駿 蟻 に.
碗 鴻e芝型 であり。N・ン爲ψはノ1、さいヒ巻乞うれる ので、サイド尺〉ドこD同艶 に際 して、
励支診 の.分散 左無 福 するoU(する。従 って、荊 駅 〉勘 鈎 ゆ 佐 、二粥 ン
醐 態 鷹度 ヒ対 商プ けて叡 寂 と倉 で きる。}飯凱 縮 憂 の鎌 蝋&'・ε
は、図 β に爪 した 犠 に 叙 繍 。γ1。激c詰 豊 で ある♂ 熟 商 、繍 翫
,,乙31〕
磁 域 ゆ た。て別 ン舷 乞捌 魍 ることiま榊 に巌 ω 女、鋤 ・物 署





妃 し乞.卿4加 纏 箸 の喫臨 結果 である。3本の鷹 ノわ 茎 の鵡 壊 動 蠕 〈
曾本のフヤノ〉!分鍾 のう5、A軸(〔{0・]軸)上では5本 、Σ軸(凪0両軸)上では 曝 、
△軸(〔・dコ軸)上で は 鉢 女 観 看なされて・る隷 蕉 彼 寄 は フ才ノ男 参綾 曲線 を
し　
翁 める為 の…理 論 う計算 も竹 勾.≠三 奮 、鹿鹸 値 との一致 は'雰ず しも寝くなガ㌧た.
鷺 呑の対纏 ぱ、ア麺 ぱB1である.老こで、群 論 的 藤3殊
り、Bビノ2繍,tる肥 の3っの主 軸 上で、励 走己弓一と細 互掴 弔して灌勤 怠誘 走疹36
升ノンの対称 性敏 戴 た・得 流 壊 渓場覧 麦工 に示した論 τ・晦 駒
轍 は、唾今猛 ヒと、猷下 とで%芝}なわ鹿1た白ので・あζ疫禽4購 ぱ フ才ノン金麓 左疑定ノ
す礁 鞄誘 醜(頭)猿 式翻 いてし、る.麺 は、叡 、嘲 柄 をし飽'称

















表コエに示,し蔦選 俣 則 に基づ"し)て、塀 ドバ・〉ドの主な ピ クー左、万ノ〉の状)
態 魔度.か・夫きいと思われるフ牙ノンの∠分省鉦曲線 の極 イ直 に后1艶した 。芝の、繰 を
表皿 に示 し糺 尚 、Cの同妃紐 殉 う1(畷 じ乙、図1秘 欠 けているみ ノン 分蔑
につ吃、ては 破 箸 の笥 纂 結 £32コ左参 照 廉 。
以 上の升 ノ〉サイドバ・ンドの匠}定にぱ、いぐっオ、の莫で・曖 曝くとヌ知含まれてし}る。
齪 匁 諜Br蕗 蝋 ヌ鷹 勘3主 軸 上以 外 の鎖 綾 か勃 壱参 左評 価 し④
ない莫詞ヤ 励 走まLる・一のノ宕・髭こ左袈勲視 して 敢,括[ってDる蔓,なと埜ゑ・あるoまでこ、中'}生三}厳
盈)の測 定 競 と光Z憩 ク}冒レの刻 晦 ヒン森遣 ノうので・フ才ノ,㌧ノ分往 ∂葛 覆=
によるエ泊レや一)フトな ども参え.る壇 要か ある。しかしな森'う、これうの曖 味 セに
も鋤 ・わうず 表 正 に孟 脈 別 ンサイドノい ドの面 定 は 、ズペク碁ノ助 概 響左
よく友 わじ乙し)ると思 われる 。尚 、セ}、口乃ヲ 〉 線 オ、326鋭パ/双 上 農翻 した
とこ3に宅){弱いU)一ク 愈、幾 つか みう麗るゑ窪 これ、うの夢 クは 、2っ以 上の寿 ノシ
左生成する鐘 勇量 によ&ものと巻 えノ)れる。
)》猛 ネ1決Lノ 〉 小 ベンドの秒'し 箱 弦 勧.一 獲腋 甦 差麹 鐙一.
§2-(1)で逮 べたように、研ちと耽 畷 牧 帯 の績 倉強 荒 ぱ、振 勧 許





図ちか5明うかな稜 に 副ちと耽 ズペ外 ノレにぱ 、伽 万 ノ〉綻 は環 力れず ラ勿 〉
塀 ドベンドだけか 現 漉 てのる。cの2つの鞍 は漁(%と ε兜 破奴帯炊乃ノ
ンの蜘 施 蜘 て誘 趨 貌 た鋒細(よ る叱 左示して1}る。鋭 。て遍4聯 の箱
薦 簸 の君 鹿疲務性 と刀 ル 舅 厭 ・ン吻 形 院 との陶には 淀 の蘭係 繍
し　コ
鋳 ざれる。以 下で は、工n卜侃蕾 粍嬉 の≡理論 ・的 取 扱,し、紡1超 、しなぶう、ε疹
と副 じ畷 収 帯 のサイ祥べ〉神 と績 ン分弓盒笈.の逼 難1削 生 との関係ICつのて巻
禦 宣る。
コ㌃ノンすイ}ごべ 〉ドか いくっφ、のN>ドか う嶺 成 きれて ⇔るとき、一名バ・ン}ご
1(崩蜘 ノン破 数卸 とゐと拗1蜘 聴 鋤麟 藤 器 則に
従oてラ簸 と共 に増 大する、従 フて、ロ笈4て帯.全体 の穿藁イ分6表蔑 工(つの蹄
備 性 は.卿〉塀 搬 〉随 梼 成 惚)る各心 ドの糠 変イbを集脈 籾
として、)欠の厳 に表.わされる。
エ(T)紘 ㌦)・ ・t-k恥 (5)
Cこで'、S㊥の は、ズ(ηkラル蘭数 と呼 ぼ れる もので 、緬 隻に俵 存 もな の と」瓦






鯉 外 ラノレ蘭数s(坊 ・)は.勤11(啓麺 る乃 ノ〉の)購 塩夏 とその結
倉 の強 さとの績 に対 充 するものであり、絶 難 殉 斐 で・の乃 ノン男 ドベンドの形 状 に




oこで∵権 身 の上 醍 〃肌 は」 吾ノンサイドノ骸 ドの疑 丸麦 数 で あり、叙 諺o)は、
、み ノン堀 ドバ'ンドの・形 状 である。







ここで、ヲは.鞠升ル 疲数 働 リ、升ノ〉塀 醗 〉越 楼 瞭 て・即 虻蝋(





♪壮 の衡係幻を用いで%と 砒 畷仮鞄 り旛冶強彪の麹 嬉 性
セ ヨユ
とみノン弱 ドベ〉ドの形 〉尻 との蘭係 左襯 べた。図霞 の勢蔑 は、毛 ラ窃魔で蜘
徽 分鰍 艦 麟 羨 鹸 醜 燃 厩 あり⑳ 磁 齢 城
の値 は.凱 ぞ出し系夕220破ゴと約1306κイで1ある。徽 ぱ、癒 酷)つズ笈外 プル〆戻1老⊃
S(坊o)に、図ぢで 孟 した しH。丁 での乃 ノン桝 μぺ〉勘 形 一拭透 孔λ して記 彪た
都 紬 線 で 摘 。また 齢 融 卸 〉しのときに艶義 庶 彩 夕寿 ノ〉ヲ皮数 万 左
用いて勧 した 磁 藷 の鹸 は、Cの難 二とよく一斑 て甥.酷 趨)ほ
5%!ぬ匁で・ある。従 フて、乎肉フヶノ〉ヲ轍 ∬bヤ瓦 の値 と、庭渥1〕の波 妓 因{}ジわ
ヤ比 の値 と左直拷 比 乾 ゐ ことにする。
副¢唖 奴 帯 に対づζ)平均 升 ノ〉ラ鹿数 瓦 のイ直ぱ 約 ノ2凱,♂であり、庭
測 櫨 劾 の寝 畿 因う洗 の疸(約 ノ30αめ とよく一致 に ～)る。こ尻 と1ま液
奴帯 の糧 ・念壷 度 の賜 麗抜 各 性 と升 ノンサ塘 べ蹴 嚇 沈 め 痴 銀 猷 式ト
4Dで理 解 がさるOとを示している。





で}あD、う轍 頒診!)bの値(釣220ご}炉)とぱ 鴫 らかに選 フて1疹。こフ違 も、1…虻計
篁 焔 彪 ヤ・更灘セ篠 差 よりも はるかに大きいもので・ある。このように、ξ施1套装帯う
場 合ぱ.趨イ分蘭)纏 …賄ll生 に歯,タするフォノ〉し、サダ鉾バ'〉勘)秒)尻に高
わるみ ノンと太'、共に禁 制 を蔵 って灌勤 乞老秀走己参る旗o寄参 しなノ勢ら、艇
的 に1能致 しないと1、う結 泉 が 得 うれた。
一媛 に、畷 ・騰 の雛 笏 ちは灌 籾・の鎗 状態 で蜀 茎禽 炭態 の乃
ノンの翻 〕ズPlてよ.て夫興迫きれている。づ菰 噸仮ズ照ク}9レに壇 わ舵る万ノ〉サイドノぐ
ンドの形 敦)鼠 撲 媛 …籾 の緻 態 にお{、て 励起 与と共に塗戯 鉱た乃ノ〉'う
枕態 擁 しその論 の強鍵 の旛 赫 民 ㈹ ・4定・て.親重 靭 の緬 朧 にお
いて 注歳 翫 た励 起 争ヒ吸 ル と奮 ある衡+筋 とで互いに織 に 複 赫
〔35〕
(eKd七帆 一pk・n侃旗 献 訟 彪)左 形 歳 書る々うば ズ/マク鰍 こ…易 われる別 》
サイドベ〉ドのうちネ髪レ含体 に対 する鐙 籾 二〔ネルギLは 、式(2)のように 励 走O与と
万 ノンの工荊 レぞLの 単ぢ る知 の形 で表 わすことゑ・できな 馬 髭 。て淺 罰 した 疲
収 晦 織 諮 簸.の 糠 ・鮪 巌 は、升 ノ〉堀 ドバ>k鵬 痴6… 熱)に 基 ブ'
いて尊 び'いた わの とは一致 ・しな ぐな るで あろ)。趣.こ捌逢 嘗・諏 にフけてほ、・後





E%ロ冠4蹄 の温 彪鮪 性 齢 麩 お るヨ轍 鶴 ジ助 値 翫 舅 駅 〉蛎 中
で'はc軸 回 りの回 転 振劾(RCフ才ノ〉)kよるピ クー の逓 畿(約225、 卍)1(虹い。
しかし、CのReヒ外クの弓鍍 は.みノンサイドバ・〉ドのウむ1芭ノ」、きrな匠碧'レ含 しカ、占拶ておうず
あ・しろ161cwC1のヒ9一ク(§5-一(り`ぐおnて`ま.このとタごクを 一応 丁ゆ フ才ノン と}冨{定一し
た 。)の5動薩ゑ一全肩トの半・分奴上、の移1.合左占めて㌧)る。そのた め、平る 乃 ノ)ヲ麦数 瓦わ
の値 がOの 強 いい クのもフ漉 数 と近 ・嘘 にな,たと勧 放 るぎ こび 即6吸 紀
帯 の績 冶 強 度 の 彊 度ゴ依 有 栓 とフrノ〉朔 俘理 〉ドの形 状'との面の不一乾 を最,
麻 〈為 には、サイドベ')・ドの φで・燈 な 製 含 左占めて いる161厩!の絵 フ加 吸 碗
帯 の旛 倉強度 の蹴 存 性 を爆 定すう涜数 因与 易 の値(繊20・ 籾 胞
のラ彦敬 因1}むi温度蓼シ地づる ヒ善之る'彦要 承 ある。すなの5}髪多タの終 就 態 に
伽 て、22夕認 の疵数 舶 フ〆 乃 ノン か 励 電 多 と詰 飢 て窺 合体 働 薦
るためにr弼}ご理ンド に 複;合捧 による1ζlc記ピ フー女 窺 弼 しる どぎえると、
泌 ヒ瓦 との値 の禾一致 ま解 指 す訳 とゑで きるで あ3う。
Oの着え16「.i叉下の・イ{き工う界'レギ㌧ 凶ナイドノΨ〉ドのノ石うt究1てまって 定蚤 右タ
にも確 宕忍ドづることみごで・きた。
§ ケ ー(3)
い日1へRい 1'しhlell1}ト こq〔 φ
卜、、OTOulllV[「 こo目Y
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(3)づ応コニネ ルギ、一 ノン引"ペ ンド
§4一② では瀦 獄)。の紫 外 畷 仮 スκ外 ル κ鳳 ゼ 畝 ツ)線 のイ肛 ネ'レぞ一
イ則 に新 しいサイ営バン鉾か 現 わナしるζとを示、じた。これうのバ)ドは.1函6～2かう明
らかなように、L.HaTのズ㌍ク拍レには 碗 われ な いで・、…猛度 女島 くなる にフ紀て しだ
し、に顕 彪 ヒな るものむあ。た 。oれうのサ樫 べ〉ドは 嘱 鞭 係 数 が ノ}、む 、(伺 αガ')
ので＼結 看旨中 に遅 民 した未知 の 不琵 物'くよる百能 性 次 ある。～乞こひ ① §専一(り
で・述1べたように.自豪 製 結 晶 ヒ殆 大工殿 縮 晶 かう切 グ公 した試 料 を尉日て、サ
イk俘 〉ドの形場七ぎi主葱 深 く、調 べ 、一定 の三温彦 で・ぱ 常 に 雇 じ弦 隻 つサリ戸搾
〉たソド班 われ ること左。万崔蘇め た 。また、② セナ覧ロ乃ソ》甕己のイ底エネノしギL復りに1震ら
ず 砺+秘 の"あ ゆ漉 洗 の低 エネルギL側 にも 厨厳 の切 喪心 糠 現 わ
れること左冤 ぬL、こ彪う2つ のすイ起べ〉}ごは 、形)尻女 互いによζイ以て㌧)る)えコc、
老れうのエネルギL間 隔 ゑ ・島 ゴ茎1レギ、一 フ才ノ〉サ・イ鉾代〉}ご肉 のエネ1レギー向 降玉と
同 けく釣630こ、汚1である ことを才旨撫 した(図(㍗ 参 庶)。 以上のことかう、二丸う・低
ボ
エネ」レキ筆一サ・イド1＼'〉}ミllま、}寸瓦慶)2に固右 のものて卵ある こヒ蓉ごぬかったo
低 工ネ1レぞ一サ巧}ご1マ〉}ごk⊃iざ〔、幾 っかの ピ クー摩・み とめうれ 、}とれうのエネ1レ




明 うかなように、.各ヒらクのゼロ丑 ノン続 かうのエネ'レぞL直,照ぱらゼて1=㌃ノ〉線 の畜
工ネルぞ一イ則 に附 殖 「して.現の才しるフ牙ノ〉サイドバ〉ドのエネルキ㌧一嵐 稀 と比べて、
埼 易 余 芭 で・ある 以 夕}、は よく,致 している。また、イ丘工ネ・1レゼ †イダバ・ン摂 庄、
號 の環 に・伴な.てその強 度 遼'圭曽大 して 、、ぐ鵜 その療 る ぱ 衝10ル'2が3
明 うかなように 盾 臣 クのもっ吸4更殊 数 は 直 線 で よく比 概 さ栖 誇 なゐ三、
○～こ
鴇 クω の〔駿 係 畿 工、ω はゼ 〒 との 融 娠 充1謡 怨 勧 加 きる。
諏 う薦 艶 ぱ 伽 乃 ノ〉線 の抵 エネ1レギL側 に現 わ樋 場 醗)・ド瓶 し、帥
る㌦誌 』轍"で あ試 とを示峻 してし)る.晟も雇 との 参妖 蕩ル が育滅 髭
コ にヨ　コ
程 欝 な。た光羅 謝 働 り添 論立で{ま続 雇 の醇 蘇 に従 。てCのよう
に呼δ'ことに言～う。
一綬 ヒ、晟 厩 比の豊籾 エネ破 旨 註弐(2汰 対献 て、
　 　
E=ε(q)-h1ノ(q'),(6)
と劾 飢 る。但 し ず一弘0施 る.また、猛 撫 鵡 畷 鵜 強 葱 ま、ゐ ル
数)π(24つに 比 づ列 じ乙趨 凌 上,弄と共 に増 大する。§2-(')で違 噌た隷 に、
巌 鵬 の勤 ト劇 蹄 佳 蛎 イわ の匁部 勤 碗 鮪 を 嚢 こ岨 く保埼 に
いるので、その励 セレろ一の・分散 左 無 ネ夏、じて硫 叢 う・こヒノ始で・きる。ろセ♪てご式＼之♪と
多8-(3)1、し}1ARけ,賢卜{1り1「}ll■へ隔}
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式 ㈲ と計bべ ると、h誌 臨 鵡 ζ¢、ロ丑 ノ〉線 を 中 刷 誌 て高 エネ'レ℃L乃 ノン
塀 ド揮 〉ド と正 度対 のエネ ルゼー位 置 に 現 わ柁 る てとkな る。また 、ぜ ロブ才ノン線
(坊。)よりも.り、記 だ け イ窪エネ'曜L側 に 現 勧托る 塀 押 ぺ ・鋼の強 誕ノ虹 乃ヲ〉
数'箆(坊ガ に比例 するCとになる。慶 、験 は ⑳ ・し/σolくの猛 度 託 師 で・才3ηわれ.、
また サづ}ご1ぐンド の主 な ヒ9一ク 匁 、ユゑ。オ1う60・レ2如oガ1畜星 九 た エネルゼLノ領 娯「
もり
に現 われてDる ので・ この・易 合 寿 ノン 数 γと似 わ 左 六・'いリマ ㌧因 与e一 薪 で 地
叡 で きる 。従.て 、団臼り ・一尼 に お いて、)ム。かう ジ乙ひC{毫毬}1了た 弓しク(乙)友Σ承寸
鹸 噸 甑 は、髪 落 し鵬Cと 女輪 踊.
表.工に示⊥一た榛 に、斎 エネ,レ紀し サイ俘'マ・ンドと砥 エネ、1レ楚し すイドバッドの謬巨
ラ憂ノン観 力、うのエネ ルキ～'一清1轟 は、よく一至1こしているρすなわ6、乙グ∠)サオド(ド㍉酎のと昇ク
吾 汐ご}亨ノよリ166ご ノレもハ、莫一を 藩ミけ1ぎ'、-3～ナアωclの託 嗣 応 で・画サイ簡心一
ドのゆ クは一致 して いる。Oのことは.励 起 る の・分散 を無 視 むた 畿疵1、女 喜 当
な 勧 で麺Cヒ 左示 して1)る。また、各 ビーク の敏 牧 係 数 工、の 艇 護 翻b
左勧 す醜 のイ殿 唯 、食三㌍ ・b、う定猷 を用りて難 勃 磁
L勧 ビワのもつ波数 洗 との}七較 を桁筋た認 瀦 果浴 わ 面 ま、助
ノ　






以.ヒの鞍 は、伽 丑ル 線 の低 螂'ぼL側 に還 わ舵る塀 鋒脚 ン縁'
確 かに、励赴 喜崖成 及.び.汝ノ〉蛸 痴「魁 フ経 に起 因するh誌 あa浸ひあるCと
赫 している。甑 囲 に乱 た 勘+碗 の旙 ゆ此 ゐ・。の低 工裾'レ側
に現 軌 る 寸総1骸 ド鳳 嚇m航eX訪 励 號 と升ノン硝 鍼 離1(描
も眺 椎 定凱 る。尚 、脳 塀 猷 索 のピー クF・ヒε〆酬 鰍 ン働 ど一クごろひ
は武 の働 競 癒 よジ3・薩 姥 く右,てnる。。赫 義 ほ 販4娼 勿
猛細 鱗k伴 なう巾砿 かりぞ温 蜘 建の誤差 などκ烏 勧 と魔 う樋
窺 よくば わφ、うな1、。
¢D砥 工ネ1レギ'一升 ノンサ ドバ 〉に ヒ 謹工'蟻 一一 ノン、挑 ・ン"の 嵐イ丞.
「前」留3で'立泣べた,ように、セ}'ロみノ〉線 のイ赤エネ'レギLイ則に3蓮わノ'Zるフ穿ノ〉
づオドバ・〉ド(}b亡ム伽昆)は、フ分ノ〉着1赦雛`(よ るものであリ、その強藍.はフ}
ノン数 瓢 坊0に 比例 する。一ゑ 鈷 一ω で 論 駿 藩 エネノレギL倒 ガ ノ々〉
切 醗 〉附 升 ノ〉蛾 鵬 による勧 であリ遅 の5鍍 断 糊 丁川}に
比銅 る.。櫛 では、説 うの更 に註 目して ゼ鰍 ノン線 の耐 非 に現 航
る刎 ンサ小 バ・ンドの形 棚 比較 左竹 なう.尚、愈 礼 ギー飾 す榊 や索
、蒔 職,,。 凸 、、,,,)多5-(4)
KYOi〔}U智!VLR51TY
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左脇 も賊"ヒ嚇 のに対比K 、舷,耀L側 捌 搬 〉ドポ 剥 鰍 〃
と便 宣・ヒ呼 β'cU⑩ る轟 士ネ聖囲 し側 の切 ドバ・〉ドは 、しヨ¢丁のめ に鮎 島 の
麗 木'禿〆分イ{&いとをのズペフルレにも現 われてnるので、このような呼 称 左用nた 。







と表 わと 舵 る 。Cこ で 、ズ 〈ε外 ラ'レ蘭 数S(ジ.o)左 単 にS(の と書 き表 わ じた 。




Cのように、Okで ・の εo〃 ゐ飢尻の形 就 か わかオしば＼フ孝ノ.》誉乞れ(坊ガ を
棄ず る だ1ナで 、ある福 度Tkで の 杖 わ撮 の形 沈 左尊 ぬ 菊 こと攻で 為.
また、Cこで・ズ〈9クトラノレ由 数S(功 として は、フ牙ノ>3斉漏ぐ魁 券呈 と生 放!墨媛lC
馳3潮 §5一② で 論ー じた!坂奴滞 の緒 ・分塗 死 左表わす 式'(3)は、.本笥 の表爪 で'
は、エω α ∫毛工、認 切 嘱 誌励 鋳 と書を表融 る.
§5『一 ④
UL「 声Rμ 、り 「 「Ull、ltし
}〈YりTOuN}、 ノしP【・llY
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対 して共癒 のものを恥 てDるのむズ6)の 衡療七調 べ寂 とによて、聾(2)で也
べた励起5・みノン穐 告体 ぐe×ci伽一飾 燃 戯 認 載 め 存在擁 ガ痴
こと諾㎏'で・き る 。
式 ω に皇 っ㌦、で 誹箪 出 結 果 の一初 左!が の図 桝8に 覗 た.
曲.→計章 の燦 には、フナノ〉数 れ(葛丁)を士・ルツマン因争で近イ呪L、工血〃 ぐ珍o)に
はLHρ,丁で 測 飽 じたフ穿ノ〉サイ陰代〉拶の形 ♪比 左用`}た。
劉6は 、巳'殿♂ 蝕涙 に知 ての萸劉 のズ/マク勘 ヒ言慎 曲綬 切 七と較
団である.式ω に基 づ・いてc(ノ島 羅 の診 勘b言 騰 し描 。亡 加鼠 の形 就 左
図 の左側 に破 線 で・示 し、鰍 で 測 戴 た 賦 巌 の秒 蹴 慶霧一ぴ劾 し
た。破4晃係 ・数 の丸きさ は、同一ズケー ルで・図 の左 横 に 指 示、してある。紐 の泊側
には 比 較 のために、(泌餓 淑 の形・継 示 し嫌 ・、こ鵡 醗 に示 した 肋
ヒ同 じもので ある。横 軸 は、ゼ'口乃 ノ〉磯と左原 莫一と し炎ときのエi約レモ"一拉 置
左蹴 鋤 立で 表 わ 反 噂 ので 、 鼠b丘 油 よ マイナろ 瞬 脇 縦1ま プラえ
の鵬1て な.ている。酬6の 計 算 曲綻 ヒ現 侃 て渦 幾フかの胸 ぱ.C詔
版献 のど一ク(A～D)左 夏毎Lしたもので・あるゑ＼慶覆!}じた 吊亡ム姐受の6らク
(A/～D!)のエネ状L位 置 イ唖多)1尤およ宏 頃 競 添 敵 の大きざ左 訳 勇現 して喝 。
δ5幽一 ㊥
p日 八日 際M「1,・,い レ
r覧㌃ 〔}Yuu㍑1、 ノLRさ 口Y
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飲 細 ・oひ冗iに鋭 い並 塘 リ勧 う樋 か、てれ,颯6の 肺 仮1醜
に中法 いぺ〉ド女 出現 し、36k以上で 団のズケー 'レとこ乞て と.まっ一じt)る=とに
崩 してし、る。宅十箪 値 は、この並も上倉 りに対 じても,芝い一至¢喜タ之て1)るので、Oの
・諦合はLAみ ノンによる⊂と倉 励 ・る。 劉7は 、耽 観 ぬ 誕の易 合 の比,
=較図で ある
。破i線はヤはケ計葺 曲線 で ある。56κで の顛 りのh誌 蝕展 にほ、
いくっかのどLクヤン肖 が・みられる(A/～Fノ)か、それうξま(か4星みの況 がうの
宅十箪 曲線kよ って ほぼ 再現 されて1、る。
肱 の厳 に ε〃妓 ε舵 吸 報 ズペ伽 広 窺 械 る 磁 島 ム 、主な
ピー クは、(泌泌L蝋(えにみうれる6一ク に硫 してあ り、忌た 鮎亡 蝕 説 の強度.
ヤ砂 駕 は試(の1漠 フ暇 ω裂 ム翻 と 冴 ノン 数 切5尊 ぬ 賛 るcと
か わカ㌧た 。cの卑曳 は抵 エネルヤL堀 匿 骸 ド奏 升 ル が 鳶激 量才嚢
イ物 。た 光琢 匿 籾 ヒ起 因する 賦 臨 提で あるCと 舷 持 する勧 で籾 、
またあ 誌 』翻 と(認6轍 の絵 穫 ヤ 診 駕 女 式1の1てよ。て由蜘Yナ
うれることを示、すものである。尚・、 渥謎 骸縦((み うれる主竣 ピ クーは、ε。観
しα献 ヒよ&旋 して いる こしが わ鵜 た ので、表 皿 に 示 した 劫 と硫 乃




図 獄 ま、ε1'b砒6畝 につ、、て 、団i6.17と同穫 の瞬 幾 お な,
一たもので ある
。墜線 か ヤ・はり慶測 した 紅o岩ム猟反 と`必砧 伽♂ を表わし、破
線 女 誹 茸 しセ 』誌 ら伽星 の秒)民である。言糠.曲線1て感、α彪/加 涙1の
+i6'翻i⑰る臣 クつ に対 掩 風 約%o副 のヒこ3に強 いピ 甥ー ∫現 胱
ている赴 鹿測 し壱 砧右勧 就 には それに対 応 するヒしク は み舜 しすこ小きな
蔚 つ/か現 われて、)るにす鈎 、、.また 匹 コ πに対 耐 るピ クー 紙 ま、言麟
値 双 上に薙 く錫 糖 てDる。。の揉 に%縦 繰4の 易 台 は乃 グ薦 銑
械 撫祓 の賜 合 と絃 右みらて、浦(の に篁 つ・く誹 薫 曲線 と礎測 し・たゐ孟
』dれ昆 とカご明 δカ、に!婁しい直 って いる。
以 上の結 黒 は §占㌔(2)で論 むたCひ叙1)£献 の『⑫状 と積 イ分6饒
のi温彦抜 有'性 との庚際iと 深.い】蘭動'あ る。ε死 砿∫碗 帯 につ1}乙は、ごρ霞
し轍 の%沈 かう計 章U蝉 殉 寿 ル ラ皮数 瓦 と 嚇 備 の籏 虜強 度 の賜度
、依i有」}生かう求'めた波数 因∋一万しとは、それぞれ 融12蚕認 と約!3久、訓 切直差
紘 両着はよて一致 し加 た.cのことiまε麗 偏 物 観 ム曜 と㍊ あノ
の1坂4」〔強.度女 式}(のによ,て定量 的 にも衡係 っ、亀けラれう事 ヒ台歪吃した結
果で扱 砺 暇収滞kつ・ては醸 均乃 ル 麟 乞玩 ビ 麟 姻 み2ノちぬ 、
§ぢ一(4).(の
り[i/Pil沃 〔噛㌔1ullli1、1〔 δ
曜 了。1川職 謂 ヰ5
凱 それ 約 防 副 と約220♂ の値 となり橘 着 は大さぐ魚 遠 。て いた。c1,
cとは.ε%枇 ち賊 ヒ ω改 ム,れ戻 の形跳 豚 唖 吠 対 応 せ黛 癌一以 ・ぐ
外 ラ'レ肉数Sω で勧 づ=とか できな収 とに対 掩 惚 、る。 §ぢ一ω 甜 、
研ム畷 彼 夢 にお ける 端 と瓦 との両 の万一致 左i敗蕨 《為 に 光琢遷殉タ
の終 状 慈kお 峡 励 妊 洗 乃ノンと兼・複 在 体 左循 薦 る 誘 扶 か、℃の
複 合,体の参 之で α ゐ1泌 ムα縦 と 乙詔/茄 演 の蓬1送 瑚 解 するこヒン狩
できるてと左 以 下k示 、一す。.
(ぎ)励斐己≡5一み ノンネ塾含膝
厳 己み と霧 ノン琢 ・光尊 勘 鋤 終 状 態1てお・風 互いに誌 后 に
麟(αd痂 一P㌔嚇 ち・扁 戯)を 磯 ゐ ことにつ・)ては国 父漉r励
〔3男
起孫 では粍/・zω賠 に叔F繍 ノ 眺 孫 で1託 論 賑
箸剛 ～42コ(て叔 群 しく競 徽1胤 本 確 磁 撫 いる麟 聯 晶
の嚇}藪鱒 の場合kは、励起}ぱ 恥 轟4型で麺 と猷 う樋 菰 齋
では、絃5版箸 の連 の耐 免左参簸 し右加う.εあ 例 細 〉厩 驚 る融 、




粕 重作 睡 取 掘1、、ナフ外 ンヤベンゼン辱 の.鎗権驚 …動 光鯉 ク師 の微 組
核蹴 鱗 「しセ.構 の結果に隷1諜励起俄 刀ノ〉凍 窺 ぞ蛎 蚊 し
た察励 起 とじて結 晶 中左共鳴 的 に.伝幡 してい〈効果へ 禦び払盲5,t蕊}、乗r
l海α誰 帆)と、艦 晶 物 屈,轟 で・励 麹}と 乃 ル 豚 動 に 結 合給 う
劾粟(e×d翫pl.梱 誌 繍 ・π)ヒか 競 趨 堤 としてイ翻 努 綴 、
史)1藪布乙ズ/2フ}・ノレ1ては 、励 走己弓一と乃ノンの複 合イ本(破 隼善の一乞集 でぞ吉えぼ叉
簾 麟 泌 戯)磁 鋭 し、ピー クと非複躰(伽 舛 泌 繍 に
よるビづ とか 共巷 して 現 わ れる識 た、両 星%強 度 比 は に 紛2つ の差 互
作 用 の強 度1〈応 じて 麓 マの値 を とることみのむ能 で 、その課 房捷 こ与 と頭ヴ
ンのバ・ンド1ヤ(2B)し頑1察励 走己の糸論1て よる」掬 レキ"一のシ賎少ン倉 △"ど女'
馳 うの拍 動 禰 の目守 とな る.たと勉 さ叉ム弛 》1の とき筏 励 赴 み ヒゐ ノ
ンぱ 亙 のに結 合 してネ塾合 ・体 色一形 成 するほ.うメじ躯 妃)とヒ憩 とな り、籔 ・叙ズペ
外'レには 、励 起 委 と乃ソンのエネ1ばLの 知 よ賄 蒜 倉 エネ!レゼ・扮 だけ
歩な亀、イ立置(島 。姻。ご=ε ナ 加 一ムソ)に 複 合体1ぐよξン金乾nしρ一つゑ'易
われな〉。一力 、△写43《⊥ のとをは、励 走蕨}とみ ノン は ξ、に巻i虫立 じ托素 励 セ ♪




'虎Lの知 に 対 掩する エネ」貸L粒 置(E　 』顧 一 ε繍 の に ビ クか 劾 わ
れる。曲 、こ才し{う両櫓 下覆の中向 の士男ノ合 に1ま、複 合体 によるヒらク と3繍
kよ3ピ クーと森雪ζ存 して現 われるCと になる。
§5一②iて伽 て鳳 ε〃b劇 蹄 の績 笏強 豊 の湿彦 僑 性 かう蜘
た 漉 数 因 ≡}Jbの値(釣1220cボ1)7気チ～こZげン によるげ一ク月の3麦数(22夕
ζ直り と逸 し、値 で あるにもカ、か わケ凱 フ才ノンサノμNン ドの々で は ピ クーP(副
戚 り の強 麗 食 塗 体 の物 以 上 の劇 も 左占 めている劇(…主 目 じてCの ピ
ークつ 左 光 蓉選皇麹ダの終)βぐ態 にお し)て紀8寿ノ〉 と励 走己1}とか .結・合 した
複 倉 体 にぬ ものであ る ヒ裁 て.ジbと 瓦 との不 一乾 左説 明 した。以 ド
で は 、セター ク・Pヒヒ外ク百 左}乞配吃噛し励 走ころ一ヒ マこフ穿ノ〉 の複 イ{シ体 ヒ→}三
勧 鉢1(ね勧 勝 濁 歎 よ.て砺 ズ醐 砂 のG認 ∠創 と儲 ん,1∠
の移状 の違nを説 萌 できるてと左示す。
α超 磁 は、励起}と須ル の厨時 生鑓 縫 にね 物で勧 珊 、
複倉琳 耐 成独 駅 ヒ蛎 能であ諏 、砒 翻 の場合は 励鱒 臓 と
ゐノ蛸 輸 の瞳程 によ論 ので・あるので、彫 胸 終 状態 にお暇 ∠・藤 励





賦 撫献 にお`・ては、褐 告体 によるピ クーは現 わ繊 非 複 合鉢 による惚 衝
芝の振 勧 三}強麗 在取1更じて強 〈王亀.われるCとになる。てン)よ)に考乞ると、た%!話
鳳 では、ピ クーの に対応する強 いビ ク煽 凱 嵐 胸 歌 マ椛 する胸
πノか 増 先 菊 こと余 理 解 できる。励 走静 一とが 冴ノン とが 結 合することは
る勘 ダ∫ネ'レヤLの藏 少劣 ムリ は、づ薩塩 体 と非 複 右鉢 とによる畔 クつヒπ
〔即 …幻
のエネ'レギL卸 頻 積 る と64認 である。 輸 に櫨 賊 厳 に勧 説 を
のバ'ンドφ は、醸泌り2の場 合 には 無福 ノで 差る と/ぎ)しうれ るので、万ノン乃ベン蒼驚中
を向題kす る。 団 件 の升 ノンの・分騰 かう、マ乙乃ソ〉の1寸ン}嶺ρ伝 の`よ、
イ也のフヤノンノ宕蔑kレ とべて.少む〈、」約30ひτ1と購 れ る。従 フて、△彦倉 〉⊥で・
馳 綱 舩 瞬 罐 論 図 によ賦 ムリの廊 複 躰 と非 複 食痢 賄
オだ1態、ヒ非ラ褄糊 ～のみ女存在 する)比誌.とのエネルキし差 ヒして 見績 うれる。}姦14ら
の場 合 は、観 クΦ の強度 女 楚 、、ので 、複 も体 と非 複 右 鉢 のエ袖 液"旨差
(レクつヒビ クー百のエネ1レキL差)かうムリの値 を 概 箪 し敏 徳∫版 箸の理 論
1握つ・し・て 、非 複 合 状 態(げ 一クπ'の工礼 や)と 共春 瀧 恵(ヒ 勿 のと





おる(二とにな9、ネ易合捧kよ るヒやクてDゑヒ・4卜複 右 体kよる盛 クFよりも稔 く環 わ
・れて、、る勅 雍 解 できる.ま焦 ピ クー(飯 砺 醸 の鋤 ∫太"レツマ〉飾 を
苦慮。寸ると、ピLク9と仔の=和にほぼ彗 しい率 も ユヌ上の考之を麦持 するものであ乱
敵 ゆ 夘'ヒ ビ クπのエネ'磯L左比べると わず1かに(+数(沁り毫 フで)る。
Cれは、磁 煽 戒kおDて は 複 イ}体の為在 によ。て 非 複 勧 体 女 易 瑠 錬 て
物 エネ底Lか 雇 弗 謁 掬 と裁5緬 。
以上の様 に勲 欲 厘外1レの`認 ゐ¢縦 と猛 ム賊 の形 伽 不
一蜘 ま渦 在姓 磁 い碗,漁ノ励走己み と、融 ぐ届在姓 の強 、冒・1螂'ズ)蔓
の回転 振鋤(〆 符ル)と嚢 樒 イ輔 すδ結果 両養の複 毒体紳 城
癩 る為で趨)るし翫 ることKよリ縮 なく理解 で遍cと かわか・糺 尚、
ロ ぐ
ε〃ち賦 楓 幽(現 糠 て1)る小沌 ビめ のノは、α瑠 痂4で1ま齢 イ本
ノ
kよるヒ・しクの下 にかぐれてい一たTO(鴎Y)乃ノンによる唇 クであると駐 うれる。
§汐,②では、E〃ち瑚 蹄 の指 膚弓鍍 の麟 櫛 ・う表'疵
疵数 因与砺 と乎肉丑ノン波数 瓦 との向の不一魏 左 励赴 与と〆 かノ〉の複
.観～1(よると栽 たか、Cこ硬 にき趨 的k彬 並 竹 なう.賦 』誌 よ
躍劒 の槍状 態 の万ノ〉の数頒 ・kよ,て勘 強度ヤ形 ・融 ・夫眺 猟 、
§ぎ一ωDし1'AR冨鵠し㍑lUlP}暑¥ト4GS
KYO旧湘V[1{SITYや
かつ物 砂)詠こには、励 髭う一Ztノン複 右4挙によるピ クー倉'i現謝tるてとはない♂太、
畷鱒 の旛 右強度 の密彦依 創 生もまた蓬 翻 の給 状 態 の万 ル の熱1轟 に
よ》て規 鉦 とれる。従 つて、励ち鮎亡 』2縦の形 撹 とづ綾劣弦 度 のラ昆度依 壱性 との
向 に1ま、嘘堵 な 蔚 係 恋・斯 癒 ざれる。蓬じで、日6勧 吉 鋤 ∠ の形)規左茎 ヒじく
式(ワ)かう ズ爬ク長ラ'レ衡数S(の 左蒔 ム し、Cれを式L(3)に.政}入して 乎殉殊
ノンi寝数 瓦 を壱セ算 し直 してみた.飴舞し、約2/5一ωτ1めイ直女4尋うれた。Cの雛
は、曳測 しお 晦 収静 の勧 強度 の温 駄 楊 生か5だめち 裟数 因与yわの
値(釣220・バりとよく一数 して、、る。このめ に、εあ 嚇 備 力・稽 劣強度の…鍵L
偽 桃 ヒ 乙溜 痴 艮 の形 就 との向 の不一致 左 励 走ヒを 乃ル 複 右 伽 てよる
紡 誘 む 凝 褐 で ある℃と叡 彪量 的iても確 か鶴 れた.
以 上底 べてを`た励 妊 争と侵乙Zrノンのう霞 鋤i本の・存 在 は、発 光Zペク
Nレの乃 ノンサイドバンドのラ則 畦已左ろ言なうCとによ)ても万塗ノ壇)るCと塞 でをた。
発叛 鰐 勘 の莇 サ小 心 脈1ま 、噸 又惣 外 物 認 認 に現 わ奴
いるピしクの に航 する ピ クーは みうれず 、ヒ{しク耳1く対施 言る ψ フか 釣2鍛 〆




滅 とフ穿ノンの生成 醗1て よるものであリ、砧と ムの侵 の易 合 と后i長に、励 走ε∈}と
謝 ンと倉光馨匿寄7の.終r歌)態に払 、て蜷 して結 ・告レ含うCとゑで きなし1為に、
複倉)体kよ訟 しクφ女現 糠 ず9卜飴 体kよOピ夘 女増 焔 るとして
理 解 す次 と倉 できる。助 発叡 切 柵1調 する結 黒 につ、)て臨 参考
でユも






巌 時0瀦 晶 の紫 タト破 奴 帯`〈徽 細 措 豊 とに 現 赫 る汐ル サ・1甑
ンド左≒詳 しぐ認 ベセ結 果 、以 下の事か 窮 うかに葛った。
① 励 起 与 と万 ノンの面 時 生成麗 に対する群 論 餉 着察 に珪 ハ、て、ゼ ほ
万 ル 線 の高 エネルぞ一す律1豊 ドの主なピ クーの辰 定 を努 襲うこと雰 酷 た.
② 吸 牝 帯 の二髭紛 強 麗 の遅 度抜 存柱 と乃 ノンサイド搾〉}勤励 状)とを、平鐙
方 ノソ麟 鋤 蕊 左恥 て 比 較 した結 疑 、耽 畷 収獅 験 磁 、鞠
霧 λン装 量し正(約 厩「伽「りか 遍 彪 械 昼 」}生左.規完する…綾数 困多止
(1約130毛戴雪)とほほ'㌧一麹=すること汐ごナわかっぜミo
一元、副 ム噸 収串 の場 右・には、競数 嚇 手2/b女釣220ご瀞 である刎t
述 し、堀 ド代ンドの形 状 φ、5家めた 乎肉 乃 ノ〉・震 数 瓦 は釣16ぎ(認であ1λ
両着 は一致二ぬ いてと森・}わかうた。
③ 珍ロ升ノ〉線Lの低 エ柔ルギLイ則1て新 しく見皇 した サイ醤 笹 辞女 ヲ島穫.ヵ一ヒ響
と共に柘 数 蘭 数 的k増 たする事 な ど、か3、それう宏 励 走ご.}生寂 一みノ〉遺
毅 過 鐘K起 因 する君 ∠〉サイドバ・〉ド(k誌 撫炭)で あること次・わ禽 た。




鳳)勧 ゆ 数漉 丁)繕慮に 比較 し購 果、肱 と馳 切糖 ン
ドの場 右 には、臣 ク位 蜜 や形 ・毘 鰍 ロ笈栃 鍍 などか ほほ㌧ 致 ゐ 。と
加bか,'た。
一勇、乃佑寸イドベ・〉ドの場 合kは 、α謝 薮n41のビ クーΦ(16'面り女 飴右
磁kは 現 涼 ヂ 蓮に ど クF'(約240`の女 増 丸 に 瑞 擁 る舵
両サ潜 ミ代〉ドの面1くは 頭 箔 な 選 い のある=と森・わ多、った。
⑤%颯 蹄 こ(おけ翻 もヒ瓦 肋 不一窺 榔 鋤 楓 疫 孟 飯 ノ
肋 農 、、選ハ は、いずれも励 赴5と 好Zオノンの複 合 体 による輻 と券
う乙れば'ラ脅旨なく理 解 できるごと容 わかフた。
⑥ 強 本研 甦 勘 て癒 鶴 結晶の柴外吸4ζ鞄 部 膀 イオ渥 の匁
諦遷籾 の性貨鮎 く保 持 して籾 、励麹 与{紛叡 のノ1・きい隔 忽 型






本繍貌 左進 めるにあたリ、中井祥 うし宅生かシまヨ尊的 な頗]指逡 と
御 拗宅も項 識 しセ.為太豊1も生 循 右屋鴬 エ誉節){憾 瀦 講 蜂
上の御 助瀧 痴 ・たう之に壱重な結 晶 の一部 左身けて頂 き凱 た.歌 、
加 鰍b三 与も生に1ま、本研 究 の端.綾 かう.今日に到 るまで タ9ぐのイ奮戸指
導 と御 援 助 を項 とました、Oこに琵 ヰも生力 に雇 く総 謝 の起泡 表}ノ
ます。
共面天箭乾 グ1し一フoの壱ヲ弓璃 男i瓦(現駕 士豊k.}く研 嘘言ケ)と
吉村 徹 三 飴(は 、喫蔽 上の直拷 の協 力と有益な議 論 左 して頂 さまし
セ。まセ、ヤセ対'}史三此.ネ申野 毫 一氏 をは じめ、京瀞 夫尊 理 蓉省3のも
物 柱.研究 屋Lの1吉ゑ紡1(は、色々な御 援 助 をじご璃 きました9皆巌 丙
に厚 く4卸礼 申 し上 げ"ます。
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Table I.      The energy separations of the peaks in the 
lower and higher energy side bands (hot and cold 
bands) from V1
0,0. The negative signs for the hot 
bands are omitted. In the last column, are shown 
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 Calculatedfrequencyv.is derived 
the relationai..= :hnik in order to 
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 Numerical values in the parentheses are taken 
the theoretical dispersion curves in ref. (32). 









団 二L:}飯樗Oz鯉…島 の5蜜宅秀電誌目の結 晶 二機 痘 。体 賎 斜 ・労晶 型iC属 し、
対 紘'}生は 鍔 で樋 。頗 諮 ナ〉皇 の虜 殉 は 、』橘 と平有 緬 る。
団2,:}〈臥トご02の咽4fフひ《～クト～レの模 式 図Q約2、 ケ(zV、3、5eV、6eゾにン套ト
麓 る 噛 奴 緬 ヨ濁 斑 赫 ン篁 の み部 遷 籾(監 う3β,ノA拶Bし憐「→勧
鵬 もので勧 、御 以助 ・笈収鞠 繊 わ か臓 ヤ伽 へ擁17ε
も加 乗rkよ るもので ある。6℃乎〔16〕よリ)
画3:甑 ㎜2の 各 主軸 偏 光 の勤 ト吸4虻z(～外 〃。鋳 畷 軋 線 にフq二、
セ}、口升 ノ>i籏乏(ユ2らo・二2タヂ、9∠4・ご肌一1)カ、づ4}エネ1レギL尚 隔 とそク}繰り遮
じ乞示 した。厨 中 の=数ゑ迄1ますべて …寝数 単位 で ある。(癬 レ3コより)
団4;巌 奴 藩 の趨 房 強 覆 の遍 度 破 創 生 。砺 と放 覇 窃 につ旺
の貌 徹 、。曜 岩 の曲線 でよく聯 えでぎる.(融 珈)
鳳 ヒ「:セ}・口方 ノこン線 に 耐 殖 しr(ヨ箆 われる高 エ争 レゼし 乃ノンザイドバ'〉ド㌔
主な ビしク に ついては 、セ}、ロ乃 ノン線 かうのエネ'レや一周稀 を3庭数 津位 、
で添 したQ(Yセf垂23]より)
【珪,AR1。… 、}臼州,5唖 り「説 朗
KYOT〔}U目i'ソ 〔RSIIY
団6;翼 な.た…易度 で 測 妃 じた セ}覧ロ乃 ノン線 の低 エネ1レぞL側 のε〃罠吸
4彩ス/マクド1しノ。
図7:異 態 信 臨 で測 定俵 釦 加 ン線 .の低 エ礼 ギL側 託 〃ち暖
ちしズペ クト1しノ。
図 曾;毅 な・セ 三盈度 で う則旋⊃じた ビ ロ寿 ノン線 の低 エネ～しギーイ則 のZうグ乙ロ艮
娩Zペクド1しノ。
国9:LN、 丁 と し、}→{aTとでi刻1定しセ ε/乙碗4£z艘 フ1Lノレ.ご 日ゐ ノ♪/
線 ヒ 賦L価cム こ の低 エネ繍Lイ 則 に理 撫 る琳!"単 歓 恥
禾した。
酬o:三 槻 低 エネ・ノぽL弱 卜1＼'>kの儲 ク〆～つ/の畷収係数 の搬 と。
縦 軸 は名ピヲ の厳仮係畿 の対 数厳 わし横 軸 は遍度の蓮数 駿
わす.各測 嫉 は 図 物 直線 で・ほiま近 奴 できる.表工に奢直線 の
樋・を総 とめてある。
団mE〃 ゐ低 エネ底 し堀 鰍 ンドの出 フAノと砺 畷 収係 数 二温 霞凌狛.
酬2;1… 〃¢低 エネ'しギLサ ・津1ぺ'〉ドの絆 クA/とこ 晒 難 際 数 乃 違 疫姻 も。




図14.巌 欧)ユ結 晶 の乃 ノン砺 散 曲線 ..展蓄こ刃 甥
麟'窒 外 嘱 締 の樹 識 度 の益 度腋 唇 梱 繍 す諌 群 値 と瀬
疸 との比 …駄 破 線 で派 した 曲線 ぱ 式 ④ に影 いて笥 葺 した勧
で・ある。(純f〔23ブより)
団16:副 ユ 暇幌Zべ 外1レの両サイ}ごバ㌧ドの形 状 の比 糞ヒ。左倶1ノの鹿線1虫
軒 κで・ヲ則艶 した1瀦b蝋o(,で・あり」破 線 は 差噸 崩(禾 した こo潔藤疑
弱 式(弓)1謹っ・いて言憤 しだ 賦 』賊 の誹 軸 線 で豹 。鵡
は 左横 に示 じたZケ ノーレで・表 産)±れて1)る。
団 π:日 ノε[藪牝 畑 外 切 耐 イ仁バ'〉助 形 状 の比較 。碑1硬 線 ぱ、
晃 κで馴 夷乙したa誌 巌混 であリ」破 線 乏まゐ僧1に爪 した.必!撫 浸
茄 の耐 算 曲線 で ある。
図19:Z%・ 蕨 勲 外!レの 両 塀 ドベ〉助 形 聡 の比較 諺 劇.演 線
は、64kで甥1腱確 醗 巌 で あり、破 織 繭 側 に胤 た 溜
ち凝 かうの誹 茸 曲 線 で ある.
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